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Add exac'tly 20cc.0.1N AgNO3SOln,5cc
nitrobenzeneand3cc10% ferricalum solnand
thenswir一tIleflask tocoagu一atepTeC王pitate.





















































頓化カルシウム腎,点間ロー トおよび卸 間 付きの



























































C1]HlJONCI Found C62.71 H 7.08 ~














C】lH10NBr Found C51.86 H5.77
Calcd.C51.56 H 5.48
C鴫 L c8H(Eo<:i
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α.cyan｡cam｡h｡r i l 17.6 1.4 0.0 0.0 0.0
No.Iof
insects
α'･Chloro･α･cyanocamphor t 35.6 2.1 0.0 0.0 0.0
a'-Brom0-cc-cyanocamphor l 55.2 7.4 0.0 0.0




























































由 虫 耶 学
8) Bredt,J.u.H.Sandkuhl;Arm･366,62
(1909).































10., ハ リガネムシの飼育における温度 ･含水量の影響 ハ･)ガネムシに関する研充 節16報











biEaeの羽化に関するものと春川 ･附 tl) のキ)ウジ
ガガンボTipulaaL'10の幼虫の生育に関するものな
どきわめで少ない.著者7)は八.)ガネムシの宝内飼育
が困難である理由を明らかにするため実験を進めてき
たが,ハ.)ガネムシの胸脚の基部と戯両の基礎緑にそ
って2条の消磁由による還元屑が表面に露出しており,
また各環節の環節間膜が式なっている部分にも還元層
があるため乾燥した空気にあえば体水分を喪失し,過
剰な水分があれば体内に浸入するので,土壌含水虫を
適度に保っことがハリガネムシの飼育に必要であるこ
とを知った.土壌の含水虫を均一にたもつには,土成
の底部に自動給水袋田を設けて土班表面より,蒸発す
ろ水分を列部より祁給するれ まT=は土砂 こかわろペ
き他の保水性の大きい物矧 こ多虫の水分を吸収させ,
この水分を長期にわたって利用させる方法が考えらTL
る.著者1)は窮焼面を利用したオー トィ.)ゲーターを
30cm の土酪旧の底部に設けた飼育法超でハ1)ガネム
シの飼育を試みたが,素焼面に微生物が入り込み,逮
水を恐くし,また土成微生物の繁机が著しく,長期の
飼育には適しなかった.したがって飼育環境として直
接畑地の土班を班用することは不適当であるので,土
班にかわるべき飼育環境として,保水性が大きく,蕊
た容易に殺菌できる木材粉を用いた飼育法ETttiを考案し,
とくにハリガネムシの生育におよばす温度と木材粉の
含水員との組合せについて詳細な実験を行った.
実験材料および方法
実験に班用したハリガネムシは,1958年3月上旬静
岡瓜浜名郡択北町新原の試験田切で採妨したマルクビ･
クシコメッキ MelanoEuscaudeELc&isの幼虫で体
揖 15-20mm のものである.木材粉は主として杉村
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